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概要 これまで公表したハイパーテキスト研究、メディアテクスト研究、ITS（高度交通システム）研
究の一貫性を明確化するために、本研究はテクストとモビリティとを結び付け移動すること
によって変容あるいは生成されるテクストについて考察することを目的としている。テク
ストの移動や変容については民話の採取記録等による実証的データを用いた。地理空間に
移動の痕跡を求める際には GIS や歩行空間ネットワークデータ等に準拠した。考察はモデ
ルを用いて可視化することによりモビリティとテクストの相互作用によって新たなテク
ストが生成される可能性を示した。 
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1. はじめに 

この研究は、テクスト研究に移動あるいはモビリティの

概念を持ち込み、モビリティ研究にコミュニケーションや

テクスト生成などの概念をもちこむことによって両者を架

橋するための試みである。全ての構造化テクストにとって

原点であったブッシュの論文[Bush 45]でも、電子化以降の

テクストをハイパーテキストの相互リンクという形で Web

へと発展させた論考[Berners-Lee 99]においても場所の概念

は論じられていない。また、言語芸術作品を対象としたテク

スト研究[Bolter 91] [Landow 92]においても同様であった。こ

れはコンピューターネットワークの中に形成するハイパー

テキスト群というイメージからも当然であろう。本研究で

は、むしろ場所がテクストを生成する（テクストが生成され

る場所）と位置付けて考察を進める。 

2. テクストの「場所」 

2.1 構造化テクストとしてのハイパーテキスト 

インターネットの普及によってネット上に公開されたコ

ンテンツは相互リンクの状態でハイパーテキストの森が広

がっている。[森田 07]リンクが繋がってさえいれば場所の

疑念は不要となり、インターネット以前には時間と手間を

かけて調査対象にたどり着いていたが、現在では「ネットの

中」という場所にある。相互リンクは、コンテンツが電子的

に参照状態にあるということで、こうした構造化によって

場所性を喪失したことになる。 

なお、昔話あるいは民話を構造的に検討する際に用いる

尺度として、アールネとトンプソンによるテールタイプ及

びモチーフのインデックス[Thompson 46]が一般てきであ

る。[稲田 88]はこれらに依拠しつつも日本の昔話に特有の

事情を考慮し構築した独自のインデックスである。[稲田 

78]は[Пропп 69]にも言及しているが，機能と登場人物との

関係から日本昔話に特有の事情から、この理論をそのまま

適用することは困難という見解を示している。さらに、日本

の民話をモチーフによって分類した[Ikeda 71]もある。 

2.2 場所性の喪失と回復 

本論文では場所に結びついたテクストとして物語型のコ

ンテンツに着目する。具体的には、民話や昔話である。物語

型コンテンツの中には『源氏物語』のように主要な登場人物

の名前を題名とするもの、『伊勢物語』のように物語内容が

展開する地名を題名とするもの、『遠野物語』のように採取

あるいは伝承地域の地名を題名に冠したものがある。また

『グリム童話』のように収集者の名前を表題とするものがあ

る。その一方で、日本昔話のように「誰でもが知っている」

ことから採取・伝承地域を特定されないものもある。家庭内

や地域で年長者によって語られる形態で、口承であること

から即興性があり固定することが困難である。別の見方を

するとテクストのバリエーションが豊富になる。 

日本昔話の中で「桃太郎」は、場所性について興味深い事

例となっている。[立石 06]によると、全国で流布している

桃太郎話は 680 種類を上回るとされている。この文献は、

「桃太郎」の主要な伝承地である岡山市が運営する岡山シ

ティミュージアムが発行しているもので、副題を「みんな

違って面白い」としている。物語型テクストを地域固有のも

のとせずに様々なバリエーションを共存させている。 

桃太郎話は、以下のような構造からバリエーションの相

違を検討することが出来る。[森田 10] 
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＜表 1：構造から検討する「桃太郎」＞ 

どのような 桃から生まれた 

（果生型） 

婆から生まれた 

（回春型） 

誰が 桃太郎 

誰と 犬・猿・雉 蟹・臼・糞・縄・他 

多数のバリエーション 

何の目的で  

何をして 鬼退治 

どうなった 宝物を持ち帰った 嫁を連れてきた 

 

表 1で果生型とした「桃から生まれた桃太郎が犬・猿・雉と

鬼退治に出かけて宝物を持ち帰った」というストーリーが

現在一般的な「桃太郎」である。しかし、この表にあるよう

に組合せは様々で、別の話が挿入され、お供のエピソードが

加わるなどバリエーションは豊富である。また、原型として

は回春型、つまり「不思議な桃を食べた爺婆が若返って子供

を儲けて」産まれた桃太郎であったとされている。 

 [滑川 81]によると回春型から果生型への転換は、「桃太

郎」が明治時代の小学校国定教科書に採録されたことが契

機であった。生殖というモチーフを切り捨てることによっ

て近代的な統一国家に相応しい小学校のテクストとして定

着した。この定着して平準化されたテクストは、当時の国定

教科書によって全国津々浦々まで浸透した。これによって

全国制覇を行い、誰でもが知っている話になった桃太郎は、

一旦は場所性を喪失した。ところが、明治時代の小学生が父

母となり祖父母となることで、各地で語り継いだ話は場所

性を再び獲得することになる。 

2.3 コミュニケーション・モデルの中の喪失と回復 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜図 1：テクスト・コミュニケーションのモデル＞ 

 

図 1 は、[Iser 76] 及び[Waldmann 76]を結合し発展させた

テクストに関する作者と読者の新たなコミュニケーショ

ン・モデルである。[森田 11a]桃太郎話の場合、読者（聞き

手）と作者（語り手）の交代みならず、場所性についても喪

失と回復を繰り返すこととなる。喪失する際は「誰もが知っ

ているおはなし」となるが、これはテクストが一つの地域か

ら全国へ移動していることになる。全国統一であった国定

教科書採録という最初の外的要因によって桃太郎話が伝承

されていない地域でも小学校から広がることとなった。 

3. テクストのモビリティ 

3.1 民話の通った道 

 ヤーコプ・グリムは、ヨーロッパ各地の民間伝承に共通項

があることを指摘しているが[Grimm 08]、空間情報と関連

付けた言及は、地名の列挙程度である。弟のヴィルヘルム・

グリムと共に収集整理したメルヘンについて、シュヴァル

ムシュタットと「赤ずきん」、ハーメルンと「笛吹き男」、ブ

レーメンと「音楽隊」などゆかりの地を結んでメルヘン街道

が形成されているが、観光目的のためにグリム兄弟生誕地

のハーナウからブレーメンまでを結ぶ街道として成立した

のは、1975 年である。[小林 14] 

3.2 民話と街道の新たな関係性 

 それでは、地球規模での測位システム[Parkinson&Spilker 

96]や電子地図などが整備されている今日において、どのよ

うな試みが可能なのだろうか。ここでは長崎県に隣接する

佐賀県嬉野市[木下 79]において伝承される民話を題材とし

て検討を行う。[原 97] は、地域の伝承者から聞き取りし

た録音テープから翻字・整理したものである。採取期間は

1978 年 12 月 25 日～1980 年 4 月 6 日で、採取場所は嬉野市

嬉野町の 22 地区に渡る。94 の民話を採取地区、伝承者とと

もに記録している。一つの民話について、別の地区・人物か

ら採取した類話が記されているものもある。十二支話など

一般的に広く知られている昔話が多い個々の民話は[関 

78]のインデックスに対応して、動物昔話、本格昔話、笑い

話に分類されている。さらにカテゴリーに収まらず分類で

きなかったものは嬉野独自の民話であり、少数ながら方言

や独特の言い回しなどが見受けられる。[江口・森田 13] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜図 2：嬉野民話伝承地域の分布＞ 
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図 2 は、嬉野民話の採取地を電子地図上にプロットした

ものである。民話というテクスト側に付された採取地区名

と空間座標を結びつけることで地図上に採取地を明示する

ことが出来る。これによって地形や交通の面からテクスト

の考察を行うことが可能となる。マッピングから明らかに

なった点は、採取地点のほとんどが山間部で市内中央の温

泉街には存在していないことである。加えて、採取地点は国

道や県道などの主要道路沿いに集中している。図 2 の四角

形左辺下部から上底へ向けて黄色い線で表された国道 34 号

線は旧長崎街道であり、長崎から佐賀市・鳥栖市・福岡県久

留米市につながる基幹道路となっている。図 2 の四角形下

底の中央からやや右に採取地点を示す水色のバルーンが集

中するあたりから中心へ向かう黄色い線で表された佐賀県

道・長崎県道 6 号線は長崎県大村市へと続いており、「嬉野

市」と記された表記の左斜め下に「41」と記された佐賀県道

41 号線は鹿島市につながっている。 

3.3 民話のモビリティ：街道沿いに運ばれる 

 嬉野市を通る国道 34 号線は、佐賀県鳥栖市永吉交差点を

起点として長崎県長崎市江戸町交差点を終点とする。江戸

時代には小倉を起点として長崎港を終点とする重要な街道

であり、明治時代には東京より長崎港へ達する路線として

「国道 4号線」とされた。つまり歴史的には整備された重要

な街道であり人間の往来の他にシュガーロードとして砂糖

をはじめとするオランダ由来の文物が運ばれる道筋であっ

た。そうなると、モノと同じく旅をする人間によって民話が

「運ばれた」と考えることが出来る。図 2 に示した国道 34 号

線沿線の伝承地分布状況に加えて、[小澤・稲田 80a]及び

[小澤・稲田 80b]により嬉野民話と長崎の民話の共通性は

確認出来ている。 

 しかしながら、時間的経過を検証することは出来ない。つ

まり、民話 A は長崎のどこの伝承地からいつ嬉野のどこの

伝承地へ「運ばれた」のか、具体的な検証は不可能である。

また、嬉野から長崎に伝えられたものなのか、長崎から嬉野

へ伝えられたものなのか、という方向性も特定することが

出来ない。文献研究による解明は、ここまでが限界であり、

以降は実証的な研究が必要となる。 

 ここでは、民話が街道沿いに運ばれることまでを明らか

にして、テクストのモビリティを示したこととする。 

4. 街のテクスト 

4.1 場所の情報化 

 ITS 研究の成果として社会に広く浸透しているドライブ

レコーダー、カーナビや携帯でのナビゲーションは GIS、

GPS によって実世界とデータが関連付けられている。これ

らの要素技術をテクスト研究に導入することを目指し、次

に街の記憶と記録、街の記憶と物語の研究に持ち込むこと

とする。[森田 13] 

4.2 長崎市内中心部における実践 

 長崎市 LRT ナビゲーション推進協議会による長崎電気軌

道の低床車両位置情報配信システム「ドコネ」は、2011 年

10 月からサービスを開始した。[森田 19]これは、長崎県立

大学と長崎電気軌道株式会社、扇精光株式会社、長崎市公共

交通課、長崎県 EV プロジェクト推進室、国土交通省長崎河

川国道事務所の 6 団体が協議会を結成して国土交通省「平

成 23 年度ユニバーサル社会に対応した歩行者移動支援に関

する現地事業」として始めたものである。当初のサービス名

称は「3G 回線を活用した路面電車・利用者双方向位置情報

配信システムによる歩行者移動支援サービス」でユーザー

は携帯電話やスマートフォン等から位置情報を取得でき

る。位置特定のためには GPS を用いているが、図 3 に示す

ように長崎電気軌道の停留所 39 箇所とその周辺を緯度経度

の他に道路の段差、傾斜、幅員などを実測して歩行空間ネッ

トワークデータの整備を行った。[森田 11b] 

 

 
＜図 3：歩行空間ネットワークデータと場所情報コード 

に基づくナビゲーション画面＞ 

 

 一方で長崎市は、市内中心部の再活性化を促すために「ま

ちなか事業」を推進している。その一環として、長崎市内の

新大工町から大浦町にかけての歩道には歩行者の回遊を促

すために図 4 に示したような銘盤を埋設している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜図 4：長崎 index銘盤の一例(2011年撮影)＞ 
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この銘盤全 45 個について GPS を用いた緯度経度の測定を

行い、実測に基づいて都市計画図等による補正を施した後

に場所情報コードとして国土地理院への登録を行った。[森

田・他 12] 

 

 

＜図 5：測定成果を反映させたアプリ開発時のイメージ図＞ 

 

これらの地理情報データを反映させて作成したスマート

フォン用アプリを作成したが、ここではアプリ開発時に用

いたイメージを図 5 に示す。図 5 で青い線としたのは、長

崎電気軌道の軌道はこれまでの事業で歩行空間ネットワー

クデータの整備を済ませている。赤い線は、インデックス盤

が敷設されており場所情報コードを整備した歩道である。

他に隣接区域で別事業による整備実績があるが，新たに整

備するデータと既存の成果を融合させて位置情報等を歩行

支援に活用し、路面電車と歩行を組み合わせ、利用者のニー

ズにきめ細かく応じられる利用方法を提案した。青と赤の

軸から面を形性し，路面電車と歩行の「乗換」を容易にした

エリアをつくる構想を得ることが出来た。 

4.3 街のテクスト第一段階 

以上のような実践から得られたのは、街のテクストの前

段階のようなものである。明確に言えば、テクスト以前の記

号表現であった。ただし、街の中の特定地点を通過すること

によって得られるもので、より複雑あるいは繊細なモビリ

ティによってテクストまで至ることは可能と考えられる。 

5. バリアフリーマップ作成とメディアテクスト化 

5.1 ドコネの進化 

既に 4.2 で述べたドコネは、順調にサービスを継続して

いるのみならず、使用する技術をさらに進化させている。

2014－2016 年度に長崎県立大学、長崎電気軌道株式会社、

扇成功ソリューションズ株式会社（2015 年度より協和機電

工業株式会社と交代）からなる研究チームによって総務省

「戦略的情報通信研究開発推進事業(SCOPE)」に「Web ナビ

ゲーションと近距離無線通信技術によって公共交通の体系

化を促し地域発 ITS モデルの構築を目指す研究開発」を提

案して採択された。この研究開発では、2011 年度の国交省

事業で構築した路面電車低床車両位置情報配信システム

に、長崎市が運営する市内 5 系統の乗合いタクシーの位置

情報を加えた。また、位置情報技術として GPS に代わり

Bluetoothビーコンを採用した。これを用いて路面電車の停

留所から観光名所まできめ細かい乗客（歩行者）ナビゲー

ションを行うシステムを構築した。加えて地域発 ITS モデ

ル STING (integrated Service of Transport, Information 

Network and Grid)を提唱した。 Transport（運輸）、

Information Network（情報通信）と Grid（電力網）を統合

して運用するインフラである。（図 6） 

 

 

＜図 6：STING構想のイメージ図＞ 

 

5.2 2019年の歩行空間ネットワークデータ整備 

2019 年 9 月に採択された国土交通省「令和元年度地方自

治体の既存施策と連携した歩行空間ネットワークデータ作

成・活用に関する現地事業」によるバリアフリー調査で収集

する情報は、長崎電気軌道の停留所から主要な観光スポッ

トまでバリアフリー・ナビゲーションを可能とする歩行経

路情報と施設情報であった。 

経路情報は、歩行空間ネットワークデータの基盤データ

となるデータ構成で、既に平成 23 年度に実施した調査結果

を修正・補強した。施設情報は、主に長崎市役所から提供さ

れたものを用いていたのでこの手法を踏襲した。 

調査対象及び必要なデータ構成については、長崎市の既

存施策との連携を図った。なお、収集した情報は、歩行空間

ネットワークデータ整備ツールを用いて定められたデータ
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形式へ変換してオープンデータ化した。また、施設データな

どは、バリアフリーマップ作成ツールによって可視化した。 

現地調査は、長崎県立大学と長崎電気軌道株式会社が協

力して実施した。（図 7）長崎市まちづくり部都市計画課公

共交通係は、他部局との調整を担当し市役所が保有する公

共施設に関する既存情報を活用するための窓口となった。 

 

 

＜図 7：崇福寺電停における学生の測定作業＞ 

 

 なお、国土交通省から供与された歩行空間ネットワーク

データ整備ツールを活用すれば、GISなどの専門知識がない

者でも簡易にデータ収集が可能となる。令和元年度には支

援民間事業者などから指導を受けて長崎県立大学の学生が

調査に参加した。4.2に記したように既に学生が緯度経度の

測位を行うことには実績があった。長崎市新大工町から松

が枝ふ頭に至る遊歩道に埋設された 45の金属板に位置情報

を付与するため、「特定の地点の緯度・経度・高度などの位

置情報を共有するための基盤」（国土地理院）場所情報コー

ドを整備した。民間企業・地方自治体・大学が連携する国の

プロジェクトに参画することは、学生の社会参加、地域貢献

を促すためには格好の機会になった。[森田 19] 

 

 

＜図 8：長崎電気軌道の沿線観光案内＞ 

 

整備対象エリアは、長崎電気軌道株式会社の路面電車停

留所とその周辺である。長崎市バリアフリー基本構想（平成

25年度～令和２年度）においては、「都心」地区「浦上」地

区として重点整備地区に設定されている。具体的な整備は、

長崎電気軌道の停留所から長崎市内の主な観光スポットま

での経路で行った。図 8 は、長崎電気軌道沿線の観光案内

図である。ここに記された停留所と観光スポットまでの経

路において歩行空間ネットワークデータを整備する。なお、

以下に対象観光スポットを列挙する。括弧内は最寄り停留

所の名称である。 

 

1. グラバー園（大浦天主堂） 

2. 大浦天主堂（大浦天主堂） 

3. オランダ坂（メディカルセンター） 

4. 水辺の公園（メディカルセンターまたは出島） 

5. 長崎県美術館（同上） 

6. 出島（出島） 

7. 原爆資料館（原爆資料館） 

8. 平和公園（平和公園） 

9. 浦上天主堂（平和公園） 

10. 孔子廟（石橋） 

11. 新地中華街（新地中華街） 

12. 崇福寺（崇福寺） 

13. 眼鏡橋（めがね橋または市民会館） 

14. 長崎歴史文化博物館（桜町） 

15. 諏訪神社（諏訪神社） 

16. シーボルト記念館（新中川町） 

 

5.3 バリアフリーマップのプロトタイプ 

 長崎市の観光スポットは、そのほとんどが路面電車でア

クセスすることが出来る。公共交通機関である路面電車の

停留所と観光スポットの間で歩行空間ネットワークデータ

を整備すると、バリアフリー・ナビゲーションの実現に近づ

くことになる。図 9 はプロトタイプの電子地図である。 

 歩行空間ネットワークデータは、書道と歩道の状態（物理

的な分離の有無）、幅員、勾配、段差、歩行者用信号の有無、

歩行者用信号機の種別（音響装置の有無）、視覚障害者誘導

ブロック等の有無、エレベータ種別、屋根の有無を経路ごと

に調査している。これらのデータを電子地図上に重畳し、路

面電車低床車両位置情報提供サービスに組み込んだのが図

9 の現状である。 

 しかしながら、これのみでは 4.2 と同じ状態で終わってし

まう。2019 年の歩行空間ネットワークデータ整備は、これ

まで蓄積した路面電車による地域 ITS（高度交通システム）

研究成果の全てと結合させてユーザーにとっては交通サー

ビスとして安心安全と利便性を兼ね備えたものとするもの
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であり、研究の面からは街のテクスト生成を実現させるこ

とをゴールとしている。 

 

＜図 9：バリアフリーマップの試作品＞ 

 

＜図 10：ドコネ「観光モード」におけるテクスト表示＞ 

 

図 10 は、図 9 と同じデータを観光案内に用いた電子地図

である。長崎市内中心部の路面電車停留所から主要観光ス

ポットまでの経路を示し、記号（ピクトグラム）に加えてテ

クストを閲覧出来るようになっている。このようにして予

め準備したテクストを移動によって得られるようになって

いる。今後は、 [森田 17]による歩行者用ナビゲーションを

接合させて、街のテクスト生成を実現させる予定である。 

（2020.11.2- 投稿，2020.11.2- 受理） 
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